
平成 27 年度 第１回愛知県道路メンテナンス会議 

 

日 時：平成２７年５月２９日（金）１３：３０～ 

場 所：名古屋市公館１階 レセプションホール 
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道路施設の現状（高齢化の割合） 資料1

建設後50年以上（高齢化）の割合
■橋梁

・中部における橋梁（橋長2m以上）のうち、建設後50年以上経過する橋梁は17%（2014年時
点）で、10年後（2024年）には40%、20年後（2034年）には57%と半数以上に拡大します。

【現在】 【10年後】 【20年後】

注）建設年次が把握されている約6万5千橋で整理（全管理数約10万橋）

■トンネル
・中部におけるトンネルのうち、建設後50年以上経過するトンネルは19%（2014年時点）で、10
年後（2024年）には32%、20年後（2034年）には45%と約半数に拡大します。

【現在】 【10年後】 【20年後】

注）建設年次が把握されている約１０００箇所で整理（全管理数約１１００箇所） 2



① 省令・告示で 、5年に１回、近接目視を基本とする点検を規定、健全性の診断結果を４つに区分。
（トンネル、橋などの構造物で共通）

② 市町村における円滑な点検の実施のため、点検方法を具体的に示し、主な変状の着目箇所、判定
事例写真等を加えたものを定期点検要領としてとりまとめ。 （トンネル、橋などの構造物毎）

法令・定期点検要領の体系

健全性の診断結果を、４段階に区分

道路法

政令
（道路法施行令）

省令（国土交通省
令）・告示

H25.9.2施行

・トンネル、橋及び、損傷、腐食その他の劣化その他

の異状が生じた場合に道路の構造又は交通に大き

な支障を及ぼすおそれのあるものについて定期点検

を規定

・５年に１回、近接目視を基本として実施

・健全性の診断結果を、４段階に区分

定期点検要領

・維持、点検、措置を講ずることを規定

（トンネル、橋などの構
造物）
構造物に共通の規定

（トンネル、橋などの構
造物）
各構造物毎に策定

・構造物の特性に応じ省令・告示に沿った具体的な

点検方法

・主な変状の着目箇所、判定事例写真等

H26.3.31公布
H26.7. 1施行

点検に関する法令関係 資料2

H26.6.25提示
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点検診断結果を踏まえた措置方針 資料3

※H27.4.23社整審 基本政策部会資料より
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道路事業における防災・安全交付金の重点配分の例（H27概算） 資料4-1
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道路事業における防災・安全交付金の重点配分の例（H27概算） 資料4-2
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道路事業における社会資本整備総合交付金の重点配分の例（H27概算） 資料4-3
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大規模修繕・更新補助制度の創設 資料5

防災・安全交付金
により措置

個別の事業毎に採択するため、課題箇所に確実に予算が充当

0.5 0.05～0.2

国 地方

0.45～0.3

新たな個別補助制度

○地方公共団体における大規模修繕・更新を複数年にわたり集中的に支援するため、

新たな個別補助制度（大規模修繕・更新事業）及び当該制度に係る国庫債務負担行為制度を
創設する。

要 件
・都道府県・政令市の管理する道路の場合
・市区町村の管理する道路の場合

大規模修繕・更新

補助率：現行法令通り
（ただし、現行の交付金国費率までの範囲内で、当該補助率を上回る分について防災・安全交付金により措置）

： 全体事業費100億円以上
： 全体事業費 3億円以上 のものに限る

※H27.4.15
道路整備促進期成同盟会全国協議会
組織財務委員会・都道府県幹事会合同会議より
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メンテナンスサイクル（点検⇒診断⇒措置⇒記録⇒）を回す仕組みとして、
各県毎に『道路メンテナンス会議』を設置

【内容】・全ての道路管理者が参加し、連携・協力して点検計画を策定
・メンテナンス業務の地域一括発注を実施
・自治体職員を対象にしたメンテナンス技術者育成のための研修や現地講習会を実施

【平成２６年度の開催状況】

岐阜県 静岡県 愛知県 三重県 長野県

設立（第１回） 4月25日 6月4日 4月28日 3月18日（6月19日） 5月28日

第２回 10月7日 10月10日（地域部会等） 9月29日 10月3日 10月20日

第３回 1月8日 12月24日 1月9日 12月19日 12月25日

【道路メンテナンス会議の様子】

【橋梁初級Ⅰ研修（4日間、5回）：約２００名が参加】 【現地点検講習会（約半日、35回）：約５６０名が参加）】

○地方公共団体では、三つの課題（人不足、技術力不足、予算不足）により、
点検が進まない、点検結果の妥当性確認ができない、適切な修繕等が実施できない

○道路法の改正（H25.9）により、点検が法律で義務化

現状の問題点（背景）

【平成２７年度の開催予定】

岐阜県 静岡県 愛知県 三重県 長野県

第１回 5月25日 6月1日 5月29日 6月1日 6月9日

道路メンテナンスについて 資料6
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【イメージ図】

Ａ市 Ｂ町 Ｃ村

都道府県等による受託

国・県にてニーズを取りまとめ

・市町村のニーズを踏まえ、
地域単位での点検業務の⼀括発注等の実施

【手続きの流れ】

・国、都道府県にて市町村の意向調査を実施し、
点検数量をとりまとめた上で、点検業者へ発注

○市町村の人不足・技術力不足を補うために、市町村が実施する点検・診断の発注事務
を都道府県等が受委託することで、地域一括発注を実施
※平成26年度は、中部では、静岡、岐阜、愛知、三重で実施
※平成27年度は、中部では、静岡、岐阜、愛知、三重で実施

道路事業における地域一括発注の取組について 資料7
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『道路メンテナンス技術集団』による『直轄診断』 資料8

※H27.4.23社整審 基本政策部会資料より 11



跨道橋連絡会議(仮称)の設置について
※H26.12.17道路技術小委員会資料より

資料9-1
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跨道橋・跨線橋の点検について 資料9-2

【跨道橋の点検について】
・跨道橋については、第三者への被害防止のために、優先的に点検を実施。
・緊急輸送道路*を跨ぐ施設のうち、鉄道橋を除く、道路法上の道路以外の施設（農道、林道、認定外

道路、私道、水管橋等）の点検・診断、補修等の状況把握のため、「跨道橋連絡会議」（議長：国道
事務所長）を道路メンテナンス会議の下部組織として設置（H27.3開催） ⇒H27年度も状況を把握し

点検を要請 *高速道路、直轄国道、公社道路は全ての道路を対象

【跨線橋の点検について】
・中部地整は、ＪＲ等と跨線橋点検に関する包括協議を行い、中部管内全ての道路管理者の、 ５年

間の跨線橋点検計画を含んだ確認文書を締結（H27.4）。
・今後、H26年度の点検実施状況を精査し、状況を踏まえ、ＪＲ等と再度協議して、跨線橋点検計画を
見直し。

・各道路管理者は、跨線橋点検にあたり、鉄道事業者と橋梁毎の個別協定等を締結。

＜JR東海、JR西日本及びJR貨物の跨線橋点検計画（H27.4）の跨線橋数（精査中）＞

H26 H27 H28 H29 H30 合計

中部全体 56 207 154 113 114 644

愛知県 4 68 51 26 30 179

13
※上表中の跨線橋数については、横断歩道橋は含まない



高速道路跨道橋の点検状況について 資料9-3

※H27.2.10 道路局記者発表資料より 14
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地方自治体への支援（構造物管理実務者研修【橋梁初級Ⅰ】 開催報告）

～ 自治体職員約２００人に点検技術を養成 ～

中部地方整備局では、メンテナンス技術者不足が指摘されている地方自

治体への技術的支援の一環として、『道路構造物管理実務者研修』（橋梁

初級Ⅰ）を１月２６日より開始。

研修は『地方公共団体の職員の

技術力育成のため、点検要領に

基づく点検に必要な知識・技能等

を取得すること』を目的。

研修期間は４日間で、１期～

５期の５回に亘って開催。

市町村職員がメイン！
中部地整としても初めての取組

１期 1/26～1/29

２期 2/2～2/5

３期 2/9～2/13

４期 2/16～2/19

５期 2/23～2/26

【開催期間】

道路部長の講義で５期に亘る研修がスタート！

熱心に受講する参加者国総研室長の熱のこもった講義

現地実習で説明する講師 クラックゲージによる捕捉

桁端部の損傷状況の確認 打音検査の様子（函渠）

カリキュラム概要                 

カリキュラム 

１日目 概論・点検一般（橋の構造の基本、点検法令体系等） 

２日目 損傷・診断（鋼部材、コンクリート部材、下部構造等） 

３日目 
付属物（標識、照明施設等）、横断歩道橋の点検要領概論 

土工構造物（ｼｪｯﾄﾞ、大型ｶﾙﾊﾞｰﾄ等）の点検要領概論 

４日目 現地実習 

【カリキュラム概要】

（橋梁、函渠）

マスコミ取材もありました

資料10-1
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現在、平成27年度の参加者募集中！

◆道路構造物管理実務者研修【橋梁初級Ⅰ】
平成２７年度の『道路構造物管理実務者研修』（橋梁初級Ⅰ）

については、平成２６年度と同様に５回開催予定。
実施期間（予定）は以下の通り。 【定員：45名】

回 数 期 間

１ 期 平成27年5月18日（月）～5月21日（木）

２ 期 平成27年6月22日（月）～6月25日（木）

３ 期 平成27年7月21日（火）～7月24日（金）

４ 期 平成27年9月28日（月）～10月1日（木）

５ 期 平成28年1月25日（月）～1月28日（木）

※ 別途、『道路構造物管理実務者研修』【トンネル】につ
いて、平成28年1月18日（月）～1月20日（水）に開催。

平成２７年度の研修参加者については、各県の道路メンテナ
ンス会議を通じて、各自治体に参加希望を募集しているとこ
ろ。

当面、１期～３期の参加希望について３月末までに集約済
み。

地方自治体への支援（研修開催予定）

◆各県メンテナンス会議主催現地講習会

メンテンス会議の研修部会などを活用し、年間計画を策定
し、適宜開催予定。

◆民間技術者向け講習会の支援【参考】

主催：全国建設研修センター、建設コンサルタンツ協会
の共催

目的：民間技術者の技術力育成のため、点検要領に基づく点

検に必要な知識・技能等を取得すること
（橋梁初級Ⅰ研修と同質の研修）

場所：座学＝東京及び地方サテライト会場
現場＝地方整備局の現場

時期：６月２日（火）～５日（金）
現場は、5日23号名南橋を予定

以下研修について、
講師協力及び実習現場を提供

H26 メンテナンス会議主催現地講習会の様子

資料10-2
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国民の理解・協働（パネル展の実施状況）

【道路老朽化対策パネル展の様子】

瀬戸市役所（7/3～7/25） 東海市役所（6/10～6/30）

資料11-1
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○道路インフラの現状や老朽化対策についてパネル展を中部管内（岐阜
県・静岡県・愛知県・三重県・長野県）では147会場で開催


